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京都商工会議所中小企業経営相談センター 　〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル　TEL 075-212-6467編集発行

知恵産業のまち・京都の推進

京都商工会議所

マル経融資の設備資金貸付について、当初
２年間の貸付利率が0.5％低減されました！

無担保・無保証人・低金利無担保・無保証人・低金利

事業所のある行政区の各支部へご相談ください（下記地図参照）

小規模事業者のための
経営改善資金融資制度
マル経  資金融資

●返済は元金均等月賦返済（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

●従業員数が20人以下（商業・サービス業
　では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●従前から商工会議所の経営指導を受けている方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●京都市内で、最近１年以上営業している方

融資の条件

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.85％

（平成22年7月12日現在）

（手数料無料）

ご相談
ください

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄

烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル

烏丸御池駅

丸
太
町
駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

TEL 075-611-7085
FAX 075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階

（伏見区・南区）洛南支部

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

京
都
総
合
サ
ー
ビ
ス

第
2
ビ
ル
1
階

適用期間●平成22年9月30日まで
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佐
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研
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氏

●
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大
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経
営
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教
授

　本
所
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
チ
ー
ム

　戦
略
会
議 

座
長

が
ん
ば

る経
営

応 援 し ま

す
！

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停
　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

　京
都
に
は
何
百
年
も
続
く
老
舗
や
、優
れ
た

技
術
を
持
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
し
ま
い
、「
な
ぜ
、商
売
が
続
い

て
い
る
の
か
？
」「
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
の

か
？
」と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、

自
社
の
強
み
を
再
確
認
し
て
整
理
し
、次
の
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
顧
客
創
造
へ
と
つ
な
げ
る
き
っ
か

け
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
、多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、た
だ
単
に
ど
こ
か

か
ら
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
く
る
プ
ラ
ン
で

は
な
く
、自
社
で
培
っ
て
き
た
経
営
資
源
を
洗
い

出
し
、そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
活

か
し
て
い
く
の
か
、ア
ン
テ
ナ
の
出
し
方
が
分
か

り
や
す
い
事
業
プ
ラ
ン
を
評
価
・
認
定
し
ま
し

た
。　知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
と
、す
ぐ
に
論
理
的
で

難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、論
理
を
突
き
詰
め
る
と
、ど
こ
も

同
じ
よ
う
に
画
一
的
で
面
白
み
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。今
回
認
定

さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
見
る
と
、経
営
者
が
や
り
た
い

こ
と
、実
現
し
た
い
こ
と
を
形
に
し
た
も
の
ば
か

り
で
す
。自
社
の
強
み
を
掘
り
起
こ
し
、個
性
や

セ
ン
ス
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新
た
な
知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　今
年
度
、優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
ハ
ン
ズ

オ
ン
で
支
援
す
る「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
チ
ー

ム
」が
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、自

社
の
強
み
に
気
づ
い
て
も
ら
う
取
り
組
み
、あ
る

い
は
立
ち
上
が
っ
て
き
た
プ
ラ
ン
を
評
価
す
る
シ

ス
テ
ム
は
あ
り
ま
し
た
が
、知
恵
へ
の
気
づ
き
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
支
援
は
行
わ
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。私
た
ち
が
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ

を
橋
渡
し
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
で
、知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
市
場
化
ま
で
オ
ー
ル

京
都
で
進
め
て
い
く
体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
い
え
ば
、外
部
の
立

場
か
ら「
こ
う
し
な
さ
い
」と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、私
が
思
い
描
く
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組

み
は
、経
営
者
の
こ
だ
わ
り
や
思
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、専
門
的
な
視
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現

性
、将
来
性
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト

（
経
営
参
画
）し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。ま
ず

は
、認
定
さ
れ
た
六
社
を
中
心
に
成
功
モ
デ
ル
を

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　顧
客
創
造
と
は
、自
社
の
強
み
を
活
か
す
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
創
り
出
す
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。自
社

の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
、技
術
を
評
価
し
て
く
れ
る

相
手
は
誰
な
の
か
？
ど
ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ら
強

み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
自
社
の

強
み
の
見
方
、使
い
方
を
ほ
ん
の
少
し
変
え
て
み

る
だ
け
で
、今
ま
で
視
野
の
外
側
に
い
た
顧
客
の

掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
社
の
強
み
を
再
確
認
し
て

顧
客
創
造
に
つ
な
げ
る

知
恵
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る

オ
ー
ル
京
都
の
体
制
づ
く
り

洛北支部・洛南支部移転のお知らせ
中小企業経営相談センター

～経営支援をさらにパワーアップ！～
　中小企業経営相談センターでは、洛北支部・洛南支部
の利用環境向上と経営支援活動を強化するため、両支部
事務所を下記の通り移転しました。
　今後とも皆様の身近な経営相談窓口として、お気軽に
ご利用いただきますようお願い申し上げます。

●マル経融資やいきいき経営改革サポート制度を活用し
た保証協会の保証料率引き下げなどのご相談　●創業や
経営革新、事業承継のほか、事業の拡大や展開に関する
ご相談　●事業主さんや従業員さんの福利厚生に関す
るご相談　●商店街活性化事業の支援　●各業界の組合
員さんの資質向上を目指した研修会や見学会の開催　等々

※高木町交差点から西へ約50メートル

京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階
TEL 701-0349／FAX 791-8505（変更なし）

●洛北支部 新事務所　7月12日㈪から新事務所で営業中！

※京阪「丹波橋駅」西側階段出口の北隣（これまでと同じビルの1階へと移転しました）

京都市伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階
TEL 611-7085／FAX 603-2601（変更なし）

●洛南支部 新事務所　6月28日㈪から新事務所で営業中！

◇両支部とも大通りに面したビル1階へと移転し、より身近で相談しやすい環境へ！
◇多様化・複雑化する経営課題に対してキメ細やかに密着支援！

支
援
内
容
例

新事務所
（アトリエフォー1階）

●
京
都
銀
行

北大路通

京
都
中
央
信
用
金
庫●

旧
事
務
所

〒
●

下
鴨
本
通

松
ヶ
崎
通

バ
ス
停

高
木
町

　
　

バ
ス
停

高
木
町

高木町
交差点

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市
呉
竹

文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

新事務所
京都総合サービス
第2ビル

3階→1階

（階段）

　京都商工会議所では、「知恵産業のまち・京都の推進」を基本
方針に掲げ、「知恵ビジネスプランコンテスト」の開催や「知恵の
チャレンジャー・ネットワーク」の形成など、知恵ビジネス推進に向け
た総合的な支援を行っている。
　とくに今年度からは、本所経営支援員や外部専門家が一体と
なって、新たに「知恵ビジネス支援チーム」を組織し、優れた事業プ
ランを集中的に支援していく予定だ。今回は、知恵ビジネス支援
チームによる支援など、本所の多様な取り組みを紹介し、知恵ビジ
ネス実現の道筋を明らかにしたい。

知恵の活用で“顧客創造”を実現
～経営支援員・専門家が一体となって知恵ビジネスを支援～



上羽絵惣㈱
胡粉ネイル
～日本画顔料
から人に優しい
ネイルケア～

共進電機㈱
顧客満足度の高い一品受注シス
テム構築とそのブランド化

㈱京都紋付
世界最高レベルの黒さを追求し
た京都発ジーンズ

㈱京のくすり屋
京都の地産素材、
老舗とのコラボで
Made in 京都 の
手づくり石けん

㈲京フーズ
マンガと食文化のコラボ
「まんがレストラン（仮称）」事業

3 2

京
都
商
工
会
議
所
の

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
メ
ニ
ュ
ー

京
都
商
工
会
議
所
で
は
、自
社
の
強
み
へ
の
気
づ
き
や
深
堀
り
、

事
業
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
、知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
の
成
長・発
展
を
生
み
出
す
た
め
の

多
彩
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
取
り
組
み
状
況
に
あ
わ
せ
て
、

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

●
中
小
企
業
活
力
サ
ロ
ン

　
第
一
線
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
囲
ん
で
、知
恵

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
紹
介
や

勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、参
加
者

同
士
の
業
種
･
業
態
を
超
え
た
交
流
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。（
会
費 

千
円
）

◇
最
近
の
開
催
実
績

テ

ー
マ
：『
不
況
に
負
け
な
い
た
め
の
情
報
戦
略
』

事
例
紹
介
：「
知
名
度
・
売
上
拡
大
に
貢
献
し
た
わ
が

社
の
Ｉ
Ｔ
活
用
術
」（
講
師
三
共
精
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長 

石
川 

武 

氏
）

講
　
　
演
：「
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
」

（
講
師 

O
f
f
i
c
e 

イ
ワ
サ

 

代
表 

岩
佐 

修
二 

氏
）

●
中
小
企
業
活
力
見
学
会

　
強
み
を
活
か
し
た
経

営
で
競
争
力
を
高
め

て
い
る
中
小
企
業
、工

場
な
ど
を
訪
問
し
、独

自
の
経
営
戦
略
や
生

産
技
術
、製
品
･
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
肌
で
学
び

ま
す
。（
会
費 

千
円
）

◇
最
近
の
開
催
実
績

テ
ー
マ
：『
世
界
の
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

ボ
ー
ク
ス
の

市
場
開
拓
術
』

見
学
先
：
㈱
ボ
ー
ク
ス（
京
都
市
下
京
区
）

情報

中小企業
活力サロン

中小企業
活力見学会

知恵の事例集

知恵ビジネス
情報発信（HP）

知恵産業
経営大会

「知恵 の経営」
  推進 セミナー

経営革新塾・
創業塾 等

IT経営セミナー・
ワークショップ

場

人

知恵ビジ ネス支援チームによるハンズオン支援活動

技術・製品開発
●新現役等人材の投入
●公設研究機関仲介等

広報支援
●PR等広報活動支援
●本所媒体を活用したPR

販路開拓支援
●展示会等出展支援
●営業同行、顧客紹介

事業連携
●不足する経営資源を補
完する技術・人材紹介

各種助成 金活用●元気な地域づくり応援ファンド
●農商工連携応援ファンド　等 各種認証制度等の活用 ●経営革新●知恵の経営

●農商工連携　等

知恵ビジネス
支援チーム

●経営支援員＋専門家による伴走型支援●専門家コアメンバーによる戦略会議
●課題に応じた専門家人材による支援

【知恵ビジネス交流会】

啓発ステージ

育成ステージ

発展ステージ

知恵ビジネスプランコンテスト
（具体的な事業プランの発掘・審査）

知恵ビ ジネス企業の成長・発展

●
経
営
革
新
塾・経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

　
強
み
を
活
か
し
て
新
た

な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
、法
律
に
基
づ
く「
経
営

革
新
計
画
」の
認
定
を
得

た
い
と
い
う
方
な
ど
を
対

象
に「
経
営
革
新
塾
」や

「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。本
所
経
営
支
援
員
や
外
部

専
門
家
な
ど
を
交
え
た
サ
ポ
ー
ト
で
、経
営
革

新
に
向
け
た
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
し
ま
す
。

◇【
経
営
革
新
塾
】参
加
受
付
中
！

日
　
時
：
9
月
4
日
･
11
日
･
18
日
の
3
日
間

9
時
20
分
〜
17
時

会
　
場
：
京
都
商
工
会
議
所 

役
員
室

講
　
師
：
山
脇
康
彦
氏（
中
小
企
業
診
断
士
・
山

脇
ビ
ジ
ネ
ス・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）

ほ
か
㈳
中
小
企
業
診
断
協
会
京
都
支
部

所
属
の
中
小
企
業
診
断
士 

対
　
象
：
既
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
経

営
者
、後
継
者
や
幹
部
等
で
、経
営
革
新

計
画
の
承
認
や
新
事
業
展
開
を
図
ろ
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

定
　
員
：
30
名

参
加
費
：
全
3
回
で
5
千
円（
＋
懇
親
会
費
4
千
円
）

●「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー

　
自
社
の
強
み
や
付
加
価
値
を
掘
り
起
こ
す
た

め
に
は
、「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
を
作
成
す
る

な
ど
、は
っ
き
り
と〝
見
え
る
化
・
魅
せ
る
化
〞す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
知
恵
の

経
営
」評
価
委
員
な
ど
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
や
そ

の
効
果
、活
用
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
知
恵
産
業・経
営
大
会

　
魅
力
あ
る
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
老
舗
の
経
営
者
、評

論
家
、専
門
家
な
ど
に
よ
る
講
演
、ま
た
テ
ー
マ
別

の
分
科
会
を
通
し
て
、経
営
の
ヒ
ン
ト
や
経
営
者

の
マ
イ
ン
ド
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

◇【
知
恵
産
業・経
営
大
会
2
0
1
0
】参
加
受
付
中
！

（
詳
細
は
P.
6
）

日
　
　
時
：
平
成
22
年
9
月
9
日（
木
）

13
時
〜
17
時 

会
　
　
場
：
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

特
別
講
演
：「
世
界
の
中
の
日
本

〜
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
〜
」

（
講
師 

櫻
井
よ
し
こ
氏（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
））

参
加
費
：
会
員
・
学
生 

無
料
／
一
般 

3
千
円
　

　

●
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

　
意
欲
あ
ふ
れ
る
事
業
者
の
情
報
交
換
、異
業
種
交

流
の
場
と
し
て
、定
期
的
に「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
」を
開
催
し
、勉
強
会
や
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、

自
社
の
強
み
や
魅
力
を
活
か
し
た
経
営
の
ヒ
ン
ト
を

探
り
ま
す
。

◇
最
近
の
開
催
実
績

講
　
演
：「『
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
』

〜
行
動
観
察
か
ら
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
へ
〜
」

（
講
師 

京
都
工
芸
繊
維
大
学
大
学
院 

工
芸
科
学
研

究
科
デ
ザ
イ
ン
学
部
門 

教
授 

博
士 

櫛 

勝
彦 

氏
）

◇【
知
恵
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　登
録
受
付
中
！

　
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発
信
や
知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
関
連
事
業
な
ど
を
通
じ
て
貴
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
し
ま
す
！「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
目
指
し
た
い
」「
自
社
の
強
み
を
探
し
て
い
る
」な
ど
、

新
た
な
事
業
展
開
に
関
心
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。（
登
録
無
料
）

●
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
の
情
報
発
信

　
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
最
新
情
報
や
セ
ミ
ナ
ー
、

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、ま
た
知
恵
を
活
か
し
た
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
先
進
事
例
な
ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ブ
ロ
グ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
幅
広
く
発
信
し
て
い

ま
す
。

［左］知恵ビジネス推進室ブログ
 （http://chiebiji.kyo2.jp/）
［右］知恵産業のまち・京都webサイト
 （http://www.kyo.or.jp/chie/）

中小企業経営相談センター　☎075-212-6467
知 恵 ビ ジ ネ ス 推 進 室　☎075-212-6470お問合せ

㈱八清
京町家宿泊体験施設
「京宿家」

知
恵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

新
た
な
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

かけ合わせる

知恵を

新
た
な
知
恵
の
掘
り
起
こ
し
や
創
造
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
集
積

生み出す

知恵を

情
報
の
活
用
と
共
有
化
で
知
恵

ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト

役立つ

知恵に

自
社
の
知
恵
や
強
み
に
気
づ
く

き
っ
か
け
づ
く
り
の
機
会
を
提
供

気づく

知恵に

知恵が
付加価値を
生み出す！

「知恵ビジネスプランコンテスト」認定プラン
　昨年度、本所が実施した「知恵ビジネスプランコンテスト」において、
京都の特性と企業独自の強みを活かして、顧客創造を図ろうとする6

件の知恵ビジネスを認定しました。認定されたビジネスプランは、本所「知恵ビ
ジネス支援チーム」によるハンズオンのサポートで、事業の実現をめざします。

●認定6プラン●



上羽絵惣㈱
胡粉ネイル
～日本画顔料
から人に優しい
ネイルケア～

共進電機㈱
顧客満足度の高い一品受注シス
テム構築とそのブランド化

㈱京都紋付
世界最高レベルの黒さを追求し
た京都発ジーンズ

㈱京のくすり屋
京都の地産素材、
老舗とのコラボで
Made in 京都 の
手づくり石けん

㈲京フーズ
マンガと食文化のコラボ
「まんがレストラン（仮称）」事業

3 2

京
都
商
工
会
議
所
の

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
メ
ニ
ュ
ー

京
都
商
工
会
議
所
で
は
、自
社
の
強
み
へ
の
気
づ
き
や
深
堀
り
、

事
業
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
、知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
の
成
長・発
展
を
生
み
出
す
た
め
の

多
彩
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
取
り
組
み
状
況
に
あ
わ
せ
て
、

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

●
中
小
企
業
活
力
サ
ロ
ン

　
第
一
線
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
囲
ん
で
、知
恵

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
紹
介
や

勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、参
加
者

同
士
の
業
種
･
業
態
を
超
え
た
交
流
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。（
会
費 

千
円
）

◇
最
近
の
開
催
実
績

テ

ー
マ
：『
不
況
に
負
け
な
い
た
め
の
情
報
戦
略
』

事
例
紹
介
：「
知
名
度
・
売
上
拡
大
に
貢
献
し
た
わ
が

社
の
Ｉ
Ｔ
活
用
術
」（
講
師
三
共
精
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長 

石
川 

武 

氏
）

講
　
　
演
：「
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
」

（
講
師 

O
f
f
i
c
e 

イ
ワ
サ

 

代
表 

岩
佐 

修
二 

氏
）

●
中
小
企
業
活
力
見
学
会

　
強
み
を
活
か
し
た
経

営
で
競
争
力
を
高
め

て
い
る
中
小
企
業
、工

場
な
ど
を
訪
問
し
、独

自
の
経
営
戦
略
や
生

産
技
術
、製
品
･
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
肌
で
学
び

ま
す
。（
会
費 

千
円
）

◇
最
近
の
開
催
実
績

テ
ー
マ
：『
世
界
の
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

ボ
ー
ク
ス
の

市
場
開
拓
術
』

見
学
先
：
㈱
ボ
ー
ク
ス（
京
都
市
下
京
区
）

情報

中小企業
活力サロン

中小企業
活力見学会

知恵の事例集

知恵ビジネス
情報発信（HP）

知恵産業
経営大会

「知恵 の経営」
  推進 セミナー

経営革新塾・
創業塾 等

IT経営セミナー・
ワークショップ

場

人

知恵ビジ ネス支援チームによるハンズオン支援活動

技術・製品開発
●新現役等人材の投入
●公設研究機関仲介等

広報支援
●PR等広報活動支援
●本所媒体を活用したPR

販路開拓支援
●展示会等出展支援
●営業同行、顧客紹介

事業連携
●不足する経営資源を補
完する技術・人材紹介

各種助成 金活用●元気な地域づくり応援ファンド
●農商工連携応援ファンド　等 各種認証制度等の活用 ●経営革新●知恵の経営

●農商工連携　等

知恵ビジネス
支援チーム

●経営支援員＋専門家による伴走型支援●専門家コアメンバーによる戦略会議
●課題に応じた専門家人材による支援

【知恵ビジネス交流会】

啓発ステージ

育成ステージ

発展ステージ

知恵ビジネスプランコンテスト
（具体的な事業プランの発掘・審査）

知恵ビ ジネス企業の成長・発展

●
経
営
革
新
塾・経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

　
強
み
を
活
か
し
て
新
た

な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
、法
律
に
基
づ
く「
経
営

革
新
計
画
」の
認
定
を
得

た
い
と
い
う
方
な
ど
を
対

象
に「
経
営
革
新
塾
」や

「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。本
所
経
営
支
援
員
や
外
部

専
門
家
な
ど
を
交
え
た
サ
ポ
ー
ト
で
、経
営
革

新
に
向
け
た
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
し
ま
す
。

◇【
経
営
革
新
塾
】参
加
受
付
中
！

日
　
時
：
9
月
4
日
･
11
日
･
18
日
の
3
日
間

9
時
20
分
〜
17
時

会
　
場
：
京
都
商
工
会
議
所 

役
員
室

講
　
師
：
山
脇
康
彦
氏（
中
小
企
業
診
断
士
・
山

脇
ビ
ジ
ネ
ス・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）

ほ
か
㈳
中
小
企
業
診
断
協
会
京
都
支
部

所
属
の
中
小
企
業
診
断
士 

対
　
象
：
既
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
経

営
者
、後
継
者
や
幹
部
等
で
、経
営
革
新

計
画
の
承
認
や
新
事
業
展
開
を
図
ろ
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

定
　
員
：
30
名

参
加
費
：
全
3
回
で
5
千
円（
＋
懇
親
会
費
4
千
円
）

●「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー

　
自
社
の
強
み
や
付
加
価
値
を
掘
り
起
こ
す
た

め
に
は
、「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
を
作
成
す
る

な
ど
、は
っ
き
り
と〝
見
え
る
化
・
魅
せ
る
化
〞す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
知
恵
の

経
営
」評
価
委
員
な
ど
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
の
作
成
ポ
イ
ン
ト
や
そ

の
効
果
、活
用
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
知
恵
産
業・経
営
大
会

　
魅
力
あ
る
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
老
舗
の
経
営
者
、評

論
家
、専
門
家
な
ど
に
よ
る
講
演
、ま
た
テ
ー
マ
別

の
分
科
会
を
通
し
て
、経
営
の
ヒ
ン
ト
や
経
営
者

の
マ
イ
ン
ド
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

◇【
知
恵
産
業・経
営
大
会
2
0
1
0
】参
加
受
付
中
！

（
詳
細
は
P.
6
）

日
　
　
時
：
平
成
22
年
9
月
9
日（
木
）

13
時
〜
17
時 

会
　
　
場
：
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

特
別
講
演
：「
世
界
の
中
の
日
本

〜
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
〜
」

（
講
師 

櫻
井
よ
し
こ
氏（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
））

参
加
費
：
会
員
・
学
生 

無
料
／
一
般 

3
千
円
　

　

●
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

　
意
欲
あ
ふ
れ
る
事
業
者
の
情
報
交
換
、異
業
種
交

流
の
場
と
し
て
、定
期
的
に「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
」を
開
催
し
、勉
強
会
や
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、

自
社
の
強
み
や
魅
力
を
活
か
し
た
経
営
の
ヒ
ン
ト
を

探
り
ま
す
。

◇
最
近
の
開
催
実
績

講
　
演
：「『
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
』

〜
行
動
観
察
か
ら
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
へ
〜
」

（
講
師 

京
都
工
芸
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維
大
学
大
学
院 

工
芸
科
学
研

究
科
デ
ザ
イ
ン
学
部
門 

教
授 

博
士 
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勝
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氏
）

◇【
知
恵
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　登
録
受
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中
！

　
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発
信
や
知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
関
連
事
業
な
ど
を
通
じ
て
貴
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
し
ま
す
！「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
目
指
し
た
い
」「
自
社
の
強
み
を
探
し
て
い
る
」な
ど
、

新
た
な
事
業
展
開
に
関
心
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。（
登
録
無
料
）

●
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
の
情
報
発
信

　
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
最
新
情
報
や
セ
ミ
ナ
ー
、

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、ま
た
知
恵
を
活
か
し
た
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
先
進
事
例
な
ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ブ
ロ
グ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
幅
広
く
発
信
し
て
い

ま
す
。

［左］知恵ビジネス推進室ブログ
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［右］知恵産業のまち・京都webサイト
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㈱八清
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「京宿家」
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形
成
し
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た
な
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恵
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ネ
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を
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かけ合わせる

知恵を

新
た
な
知
恵
の
掘
り
起
こ
し
や
創
造
、

コ
ラ
ボ
レ
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ョ
ン
に
つ
な
が
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
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知恵を

情
報
の
活
用
と
共
有
化
で
知
恵

ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト

役立つ

知恵に

自
社
の
知
恵
や
強
み
に
気
づ
く

き
っ
か
け
づ
く
り
の
機
会
を
提
供

気づく

知恵に

知恵が
付加価値を
生み出す！

「知恵ビジネスプランコンテスト」認定プラン
　昨年度、本所が実施した「知恵ビジネスプランコンテスト」において、
京都の特性と企業独自の強みを活かして、顧客創造を図ろうとする6

件の知恵ビジネスを認定しました。認定されたビジネスプランは、本所「知恵ビ
ジネス支援チーム」によるハンズオンのサポートで、事業の実現をめざします。

●認定6プラン●
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京
都
府
印
刷
工
業
組
合

組
合
設
立
百
二
十
周
年
記
念

　
　

　「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」
記
念
碑
を
建
立

　
京
都
府
印
刷
工
業
組
合
（
吉
川

宣
治
理
事
長
）
は
、
前
身
の
同
業

組
合
が
結
成
さ
れ
て
本
年
で
百
二

十
年
目
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、

京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅
構

内
（
南
北
通
路
の
南
側
改
札
口
近

く
）
に
「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」

記
念
碑
を
建
立
し
、
五
月
二
十
四

日
（
月
）
に
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　
京
都
で
印
刷
が
初
め
て
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

も
の
の
、
京
都
市
な
ど
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
結
果
、
明
治

三
年
に
烏
丸
三
条
北
側
で
開
業
し
た
「
點
林
堂
」
が
最
も
有
力

で
あ
る
こ
と
か
ら
同
駅
構
内
へ
の
設
置
と
な
っ
た
。

　
記
念
碑
は
、
印
刷
の
碑
に
ふ
さ
わ
し
く
活
字
を
模
し
て
あ
り
、

石
碑
の
下
部
に
は〝
ネ
ッ
キ
〞と
呼
ば
れ
る
活
字
に
特
有
の
半
円
の

溝
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
面
の
「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」

と
頭
部
の
「
京
」
の
字
も
逆
文
字
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
石
碑
背
面
の
衝
立
に
は
、「
ツ
ゲ
と
浮
世
絵
」「
プ
ラ
タ
ナ
ス
と

鍾
馗
」「
ア
オ
ギ
リ
と
鶴
」の
絵
が
三
面
に
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ「
印
刷
」

「
京
都
」「
愛
の
言
霊
」
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
記
念
碑

の
解
説
部
分
で
は
、
タ
イ
ト
ル
を
次
世
代
の
印
刷
で
あ
る
３
Ｄ
印

刷
で
立
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　
除
幕
式
で
は
、
吉
川
理
事
長
か
ら
、「
京
都
の
印
刷
を
継
承
、

発
展
し
て
下
さ
っ
た
諸
先
人
へ
の
感
謝

の
思
い
と
、
昨
今
の
技
術
革
新
に
対
し

て
積
極
的
に
研
究
し
て
様
々
な
形
態
で

対
応
し
て
い
く
覚
悟
の
象
徴
と
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
か
ら
は
、「
紙

に
よ
る
出
版
、
装
丁
の
技
術
な
ど
を
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
世
か
ら
消
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

洛西支部

五
条
会

五
条
通
り
歩
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
五
条
通
り
の
北
側
、
鴨
東
通
り
か
ら
大
和
大
路
通
り
ま
で
の

約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
面
す
る
三
十
店
舗
の
商
店
で
構
成
す
る
五
条

会
（
鳥
井
勝
実
会
長
）
で
は
、
五
月
八
日
（
土
）、
国
道
整
備

事
業
に
伴
う
五
条
通
り
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
を
記
念
し
、

「
町
並
み
リ
ニュ
ー
ア
ル
特
別
企
画
」
と
称
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
五
条
通
り
は
、
平
成
十
七
年
よ
り
国
土
交
通
省
の
国
道
一
号
五

条
東
山
環
境
整
備
事
業
と
し
て
歩
道
・
街
路
樹
・
植
樹
な
ど
の

環
境
整
備
と
電
線
共
同
溝
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
本
年
三
月
で

大
半
の
事
業
が
完
了
し
て
い
る
。
同
事
業
に
あ
わ
せ
て
歩
道
橋
の

撤
去
や
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契

機
に
同
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
景
気
の
回
復
を
兼
ね
て
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
。

　
当
日
は
、歩
道
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
よ
る「
安
全
祈
願
」「
商
売
繁
盛
」

他
を
祈
願
し
て
「
新
熊
野
神
社
獅
子
組
」
に
よ
る
獅
子
舞
の
演

舞
や
勇
壮
な
練
り
歩
き
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
会
製
作
の
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
持
参
し
た
先
着
五
百
名
に
対
し
て
、
花
の
ポ
ッ

ト（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・ベ
ゴ
ニ
ア
・ペ
チ
ュニ
ア
他
）を
無
料
で
配
布
し
、

多
く
の
買
物
客
が
訪
れ
る
な
ど
大
盛
況
だ
っ
た
。
各
店
舗
で
も
花

を
並
べ
て
飾
る
な
ど
、
五
条
通
り
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
を
華

や
か
に
祝
っ
た
。

本　部

伏
見
区
内
の
各
商
店
街
な
ど

洛南支部

京
菓
子
協
同
組
合
青
年
部

「
京
都
の
食
文
化
と
食
育
」
を

　
　
　テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

　
京
菓
子
協
同
組
合
青
年
部
（
今
西
善
也
会
長
）
で
は
、
六
月

二
十
四
日
（
木
）、本
所
と
の
共
催
で
「
京
都
の
食
文
化
と
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
、
南
禅
寺 

瓢
亭
の
若
主
人 

高
橋
義
弘
氏
を
講
師
に

招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
師
の
高
橋
氏
は
瓢
亭
の
十
五
代
目
と
し
て
、
和
と
洋
の
粋

を
超
え
た
食
の
極
み
を
求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
料

理
を
創
作
す
る
ほ
か
、
料
理
教
室
の
開
催
や
講
演
会
で
の
講
演
、

ま
た
学
校
で
の
食
育
指
導
と
活
動
は
幅
広
い
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
料
理
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
料
理
人
の

視
点
か
ら
見
た
京
都
の
食
文
化
及
び
食
育
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
京
料
理
の
一つ
で
あ
る
「
京
菓
子
」
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
づ
け
や
意
義
を
確
認
し
、
今
後
の
商
品
開
発
や
提
供
方

法
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
講
師
の
高
橋
氏
か
ら
は
、
京
料
理
の
基
本
や
歴
史
、
京
の
文

化
と
い
っ
た
京
都
の
食
と

文
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
で
の

講
義
や
企
業
と
の
協
働

活
動
を
通
じ
た
食
育
教

育
、
ま
た
料
理
界
か
ら

み
た
京
菓
子
に
つ
い
て
映

像
も
交
え
て
説
明
が

あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は

外
国
人
観
光
客
の
京
菓

子
に
対
す
る
反
応
や
嗜

好
に
つ
い
て
の
質
問
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
京
料
理

と
京
菓
子
の
関
わ
り
方

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

洛北支部

京
都
の
新
た
な
夏
の
風
物
詩

　
　「京
の
七
夕
」
を
初
開
催

　
京
の
七
夕
実
行
委
員
会
（
京
都
府
・
京
都
市
・
本
所
な
ど
十
七

団
体
で
構
成
）で
は
、七
夕
の
節
句
の「
願
い
」を
テ
ー
マ
に
し
た「
京

の
七
夕
」
を
八
月
六
日
（
金
）〜
十
五
日
（
日
）
に
初
開
催
す
る
。

期
間
中
、
全
国
か
ら
「
願
い
」
の
短
冊
を
募
集
し
、
寺
院
、
神
社
、

五
山
の
送
り
火
な
ど
で
京
の
夏
の
夜
空
へ
と
焚
き
届
け
る
ほ
か
、
鴨

川
や
堀
川
を
会
場
に
七
夕
飾
り
や
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
な
ど
を
行

う
。
商
店
街
や
企
業
・
団
体
な
ど
に
よ
る
協
賛
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

開
催
さ
れ
、
京
の
街
は
七
夕
の
雰
囲
気
で
彩
ら
れ
る
。

京
の
七
夕
〈
期
間
：
八
月
六
日
（
金
）〜
十
五
日
（
日
）〉

【
堀
川
会
場
】（
御
池
通
〜
今
出
川
通
・
元
離
宮
二
条
城
・
西
陣

織
会
館
・
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学
校
）

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
：
光
の
天
の
川
、竹
と
光
の
ア
ー
ト
作
品
展
示
、願
い
七
夕
、

 

京
友
禅
染
工
房
等
の
体
験
・
見
学
企
画 

な
ど

【
鴨
川
会
場
】（
御
池
通
〜
四
条
通
近
辺
の
鴨
川
及
び
み
そ
そ
ぎ

川
沿
い一
帯
）

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
：
竹
と
灯
り
の
散
策
路
、和
装de

「
夢
と
願
い
」
の
集
い
、

 

「
京
七
夕 

舞
妓
茶
屋
」 

な
ど

次
の
商
店
街
で
は
「
京
の
七
夕
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
等
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
協
賛
商
店
街
（
順
不
同
）　
御
園
橋
８
０
１
商
店
街
／
出
町
商
店
街
／

大
将
軍
商
店
街
／
朱
雀
二
条
商
店
街
／
西
新
道
錦
会
商
店
街
／
松
原
京
極
商
店
街
／

嶋
原
商
店
街
／
吉
祥
院
商
店
会
／
ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会
／
嵐
山
商
店
街
／

堀
川
商
店
街
／
京
都
二
条
城
・
城
下
町
振
興
会
／
京
都
三
条
会
商
店
街
／

四
条
大
宮
商
店
街
／
三
条
名
店
街
商
店
街
／
寺
町
京
極
商
店
街
／
古
川
町
商
店
街
／

祇
園
商
店
街
／
伏
見
稲
荷
参
道
商
店
街
稲
栄
会
・
稲
青
会
／
深
草
商
店
街
／

伏
見
桃
山
が
ん
ば
る
七
商
店
街
／
京
都
錦
市
場
商
店
街
／
木
屋
町
会

「
七
夕
の
願
い
」
を
京
都
に
届
け
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
京
の
七
夕
絵
は
が
き
短
冊
」
を
販
売
中
！

◇
絵
は
が
き
短
冊
（
３
枚
セ
ッ
ト
）
３
０
０
円 ※

右
記
商
店
街
で
も
販
売

取
り
扱
い
商
店
街
な
ど
詳
細
は http://w

w
w
.kyoto-tanabata.jp

本　部

地
域
の
資
源
を
活
か
し
て

　「
京
の
七
夕
」
協
賛
事
業
を
開
催

　
伏
見
区
内
の
各
商
店
街
や
関
係
団
体
は
、
毎
年
七
月
末
〜
八
月

中
旬
に
魅
力
あ
る
夏
の
催
事
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
は
こ
れ
ら

を
「
京
の
七
夕
」
協
賛
事
業
と
し
て
盛
り
上
げ
る
。

　
伏
見
深
草
地
域
の
伏
見
稲
荷
参
道
商
店
街
稲
栄
会
・
稲
青
会

で
は
、
七
月
二
十
三
日（
金
）〜
八
月
一
日（
日
）ま
で
、
数
百
の
様
々

な
風
鈴
の
音
色
を
聞
き
な
が
ら
参
拝
す
る
「
伏
見
稲
荷
風
鈴
参
道

風
の
調
べ
２
０
１
０
」
を
開
催
。
深
草
商
店
街
で
は
、
七
月
三
十
一

日
（
土
）
に
毎
年
恒
例
の
「
夏
の
祭
り
」
を
「
京
の
七
夕
」
で
飾
る
。

　
ま
た
、伏
見
桃
山
地
域
で
は「
京
都
伏
見
七
夕
祭
り
」と
称
し
て
、

七
商
店
街
に
よ
る
「
夏
の
夜
市
」
や
、
㈱
伏
見
夢
工
房
や
関
係
団

体
に
よ
る
「
酒
蔵
通
り
灯
ろ
う
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」、
地
元
小
学
生
の

願
い
を
記
し
た
短
冊
が
た
な
び
く「
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
る
灯
ろ
う
」

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

〈
京
都
伏
見
七
夕
祭
り
〉　

◇
伏
見
桃
山
七
商
店
街
「
夏
の
夜
市
」

　
日
時
：
七
月
三
十
日（
金
）　

　
場
所
：
伏
見
大
手
筋
、
風
呂
屋
町
、
納
屋
町
、
油
掛
、
竜
馬
通
り
、

中
書
島
柳
町
、
中
書
島
の
各
商
店
街
（会）

◇
酒
蔵
通
り
灯
ろ
う
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
日
時
：
七
月
三
十
日（
金
）〜
八
月
二
十
二
日（
日
）　
夕
刻

　
場
所
：
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
前
〜
鳥
せ
い
前
、
黄
桜
カ
ッ
パ
カ
ン
ト

リ
ー
前
、
伏
見
夢
百
衆
前

◇
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
る
灯
ろ
う

　
日
時
：
七
月
三
十
日
（
金
）　
場
所
：
竜
馬
通
り
商
店
街

　
日
時
：
八
月
四
日（
水
）〜
十
五
日（
日
）　
場
所
：
伏
見
大
手
筋
商
店
街

◇
伏
見
万
灯
流
し

　
日
時
：
八
月
七
日（
土
）
午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
　
場
所
：
寺
田
屋
浜

◇
十
石
舟
・
夕
涼
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
運
航

　
日
時
：
八
月
一
日（
日
）〜
八
月
二
十
二
日（
日
）
夕
刻（
七
日
は
運
休
）

　
場
所
：
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
裏
乗
船
場

京
の
七
夕
実
行
委
員
会

NEWS FLASH from BRANCHES 地域フラッシュ

活
性
化
の
戦
略
づ
く
り
を
支
援

　
　
　「
商
店
街
」
知
恵
の
経
営
支
援
事
業

　
本
所
で
は
、
京
都
商
店

連
盟
、
㈳
中
小
企
業
診
断

協
会
京
都
支
部
と
協
力

し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

「
商
店
街
」
知
恵
の
経
営

支
援
事
業
と
し
て
市
内
の

商
店
街
を
対
象
に〝
商
店

街
診
断
〞を
行
い
、
そ
の
結

果
を
冊
子
と
し
て
取
り
ま

と
め
て
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り
の
提
案
・
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
初
年
度
は
、
北
野
商
店
街
、
京
都
三
条
会
商
店
街
、
古
川
町

商
店
街
の
三
商
店
街
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
商
店
街
役
員
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
、
来
街
者
・
商
店
主
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
。

そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の
現
状
把
握
と
課
題
抽
出
を
行
い
、
対
策

案
な
ど
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
ま
た
報
告
書
を
基
に
、
中
小
企
業
診
断
士
と
本
所
経
営
支
援

員
が
現
地
を
訪
問
し
、
空
き
店
舗
の
活
用
や
商
店
街
の
整
備
、

商
圏
の
再
設
定
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
商
店
街
活
性
化
に
向

け
た
戦
略
づ
く
り
を
支
援
し
た
。

　
近
年
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
各
商

店
で
は
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
る
。
一
方
で
、
商
店
街
は
新
規
起

業
の
苗
床
と
し
て
も
、
ま
た
地
域

資
源
を
活
用
し
た
経
済
振
興
を
図

る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
本
所
で
は
今
年
度
も
商
店
街

に
お
け
る
知
恵
の
経
営
支
援
を
行

い
、
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

洛央支部
お
問
合
せ
京
の
七
夕
実
行
委
員
会
　
☎
０
７
５-

２
１
２-

６
４
５
３

（
産
業
振
興
部
）

お
問
合
せ
伏
見
万
灯
流
し
の
献
灯（
一
基 

千
円
）の
お
申
込
み
、そ
の
他
の

お
問
合
わ
せ
は
㈱
伏
見
夢
工
房（
☎
０
７
５-

６
２
３-

１
３
６
０
）ま
で

て
ん
り
ん
ど
う

し
ょ
う
き
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京
都
府
印
刷
工
業
組
合

組
合
設
立
百
二
十
周
年
記
念

　
　

　「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」
記
念
碑
を
建
立

　
京
都
府
印
刷
工
業
組
合
（
吉
川

宣
治
理
事
長
）
は
、
前
身
の
同
業

組
合
が
結
成
さ
れ
て
本
年
で
百
二

十
年
目
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、

京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅
構

内
（
南
北
通
路
の
南
側
改
札
口
近

く
）
に
「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」

記
念
碑
を
建
立
し
、
五
月
二
十
四

日
（
月
）
に
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　
京
都
で
印
刷
が
初
め
て
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

も
の
の
、
京
都
市
な
ど
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
結
果
、
明
治

三
年
に
烏
丸
三
条
北
側
で
開
業
し
た
「
點
林
堂
」
が
最
も
有
力

で
あ
る
こ
と
か
ら
同
駅
構
内
へ
の
設
置
と
な
っ
た
。

　
記
念
碑
は
、
印
刷
の
碑
に
ふ
さ
わ
し
く
活
字
を
模
し
て
あ
り
、

石
碑
の
下
部
に
は〝
ネ
ッ
キ
〞と
呼
ば
れ
る
活
字
に
特
有
の
半
円
の

溝
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
面
の
「
京
都
印
刷
発
祥
之
地
」

と
頭
部
の
「
京
」
の
字
も
逆
文
字
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
石
碑
背
面
の
衝
立
に
は
、「
ツ
ゲ
と
浮
世
絵
」「
プ
ラ
タ
ナ
ス
と

鍾
馗
」「
ア
オ
ギ
リ
と
鶴
」の
絵
が
三
面
に
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ「
印
刷
」

「
京
都
」「
愛
の
言
霊
」
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
記
念
碑

の
解
説
部
分
で
は
、
タ
イ
ト
ル
を
次
世
代
の
印
刷
で
あ
る
３
Ｄ
印

刷
で
立
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　
除
幕
式
で
は
、
吉
川
理
事
長
か
ら
、「
京
都
の
印
刷
を
継
承
、

発
展
し
て
下
さ
っ
た
諸
先
人
へ
の
感
謝

の
思
い
と
、
昨
今
の
技
術
革
新
に
対
し

て
積
極
的
に
研
究
し
て
様
々
な
形
態
で

対
応
し
て
い
く
覚
悟
の
象
徴
と
し
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
か
ら
は
、「
紙

に
よ
る
出
版
、
装
丁
の
技
術
な
ど
を
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
世
か
ら
消
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

洛西支部

五
条
会

五
条
通
り
歩
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
五
条
通
り
の
北
側
、
鴨
東
通
り
か
ら
大
和
大
路
通
り
ま
で
の

約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
面
す
る
三
十
店
舗
の
商
店
で
構
成
す
る
五
条

会
（
鳥
井
勝
実
会
長
）
で
は
、
五
月
八
日
（
土
）、
国
道
整
備

事
業
に
伴
う
五
条
通
り
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
を
記
念
し
、

「
町
並
み
リ
ニュ
ー
ア
ル
特
別
企
画
」
と
称
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
五
条
通
り
は
、
平
成
十
七
年
よ
り
国
土
交
通
省
の
国
道
一
号
五

条
東
山
環
境
整
備
事
業
と
し
て
歩
道
・
街
路
樹
・
植
樹
な
ど
の

環
境
整
備
と
電
線
共
同
溝
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
本
年
三
月
で

大
半
の
事
業
が
完
了
し
て
い
る
。
同
事
業
に
あ
わ
せ
て
歩
道
橋
の

撤
去
や
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契

機
に
同
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
景
気
の
回
復
を
兼
ね
て
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
。

　
当
日
は
、歩
道
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
よ
る「
安
全
祈
願
」「
商
売
繁
盛
」

他
を
祈
願
し
て
「
新
熊
野
神
社
獅
子
組
」
に
よ
る
獅
子
舞
の
演

舞
や
勇
壮
な
練
り
歩
き
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
会
製
作
の
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
持
参
し
た
先
着
五
百
名
に
対
し
て
、
花
の
ポ
ッ

ト（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・ベ
ゴ
ニ
ア
・ペ
チ
ュニ
ア
他
）を
無
料
で
配
布
し
、

多
く
の
買
物
客
が
訪
れ
る
な
ど
大
盛
況
だ
っ
た
。
各
店
舗
で
も
花

を
並
べ
て
飾
る
な
ど
、
五
条
通
り
歩
道
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
を
華

や
か
に
祝
っ
た
。

本　部

伏
見
区
内
の
各
商
店
街
な
ど

洛南支部

京
菓
子
協
同
組
合
青
年
部

「
京
都
の
食
文
化
と
食
育
」
を

　
　
　テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

　
京
菓
子
協
同
組
合
青
年
部
（
今
西
善
也
会
長
）
で
は
、
六
月

二
十
四
日
（
木
）、本
所
と
の
共
催
で
「
京
都
の
食
文
化
と
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
、
南
禅
寺 

瓢
亭
の
若
主
人 

高
橋
義
弘
氏
を
講
師
に

招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
師
の
高
橋
氏
は
瓢
亭
の
十
五
代
目
と
し
て
、
和
と
洋
の
粋

を
超
え
た
食
の
極
み
を
求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
料

理
を
創
作
す
る
ほ
か
、
料
理
教
室
の
開
催
や
講
演
会
で
の
講
演
、

ま
た
学
校
で
の
食
育
指
導
と
活
動
は
幅
広
い
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
料
理
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
料
理
人
の

視
点
か
ら
見
た
京
都
の
食
文
化
及
び
食
育
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
京
料
理
の
一つ
で
あ
る
「
京
菓
子
」
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
づ
け
や
意
義
を
確
認
し
、
今
後
の
商
品
開
発
や
提
供
方

法
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
講
師
の
高
橋
氏
か
ら
は
、
京
料
理
の
基
本
や
歴
史
、
京
の
文

化
と
い
っ
た
京
都
の
食
と

文
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
で
の

講
義
や
企
業
と
の
協
働

活
動
を
通
じ
た
食
育
教

育
、
ま
た
料
理
界
か
ら

み
た
京
菓
子
に
つ
い
て
映

像
も
交
え
て
説
明
が

あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は

外
国
人
観
光
客
の
京
菓

子
に
対
す
る
反
応
や
嗜

好
に
つ
い
て
の
質
問
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
京
料
理

と
京
菓
子
の
関
わ
り
方

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

洛北支部

京
都
の
新
た
な
夏
の
風
物
詩

　
　「京
の
七
夕
」
を
初
開
催

　
京
の
七
夕
実
行
委
員
会
（
京
都
府
・
京
都
市
・
本
所
な
ど
十
七

団
体
で
構
成
）で
は
、七
夕
の
節
句
の「
願
い
」を
テ
ー
マ
に
し
た「
京

の
七
夕
」
を
八
月
六
日
（
金
）〜
十
五
日
（
日
）
に
初
開
催
す
る
。

期
間
中
、
全
国
か
ら
「
願
い
」
の
短
冊
を
募
集
し
、
寺
院
、
神
社
、

五
山
の
送
り
火
な
ど
で
京
の
夏
の
夜
空
へ
と
焚
き
届
け
る
ほ
か
、
鴨

川
や
堀
川
を
会
場
に
七
夕
飾
り
や
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
な
ど
を
行

う
。
商
店
街
や
企
業
・
団
体
な
ど
に
よ
る
協
賛
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

開
催
さ
れ
、
京
の
街
は
七
夕
の
雰
囲
気
で
彩
ら
れ
る
。

京
の
七
夕
〈
期
間
：
八
月
六
日
（
金
）〜
十
五
日
（
日
）〉

【
堀
川
会
場
】（
御
池
通
〜
今
出
川
通
・
元
離
宮
二
条
城
・
西
陣

織
会
館
・
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学
校
）

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
：
光
の
天
の
川
、竹
と
光
の
ア
ー
ト
作
品
展
示
、願
い
七
夕
、

 

京
友
禅
染
工
房
等
の
体
験
・
見
学
企
画 

な
ど

【
鴨
川
会
場
】（
御
池
通
〜
四
条
通
近
辺
の
鴨
川
及
び
み
そ
そ
ぎ

川
沿
い一
帯
）

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
：
竹
と
灯
り
の
散
策
路
、和
装de

「
夢
と
願
い
」
の
集
い
、

 

「
京
七
夕 

舞
妓
茶
屋
」 

な
ど

次
の
商
店
街
で
は
「
京
の
七
夕
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
等
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
協
賛
商
店
街
（
順
不
同
）　
御
園
橋
８
０
１
商
店
街
／
出
町
商
店
街
／

大
将
軍
商
店
街
／
朱
雀
二
条
商
店
街
／
西
新
道
錦
会
商
店
街
／
松
原
京
極
商
店
街
／

嶋
原
商
店
街
／
吉
祥
院
商
店
会
／
ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会
／
嵐
山
商
店
街
／

堀
川
商
店
街
／
京
都
二
条
城
・
城
下
町
振
興
会
／
京
都
三
条
会
商
店
街
／

四
条
大
宮
商
店
街
／
三
条
名
店
街
商
店
街
／
寺
町
京
極
商
店
街
／
古
川
町
商
店
街
／

祇
園
商
店
街
／
伏
見
稲
荷
参
道
商
店
街
稲
栄
会
・
稲
青
会
／
深
草
商
店
街
／

伏
見
桃
山
が
ん
ば
る
七
商
店
街
／
京
都
錦
市
場
商
店
街
／
木
屋
町
会

「
七
夕
の
願
い
」
を
京
都
に
届
け
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
「
京
の
七
夕
絵
は
が
き
短
冊
」
を
販
売
中
！

◇
絵
は
が
き
短
冊
（
３
枚
セ
ッ
ト
）
３
０
０
円 ※

右
記
商
店
街
で
も
販
売

取
り
扱
い
商
店
街
な
ど
詳
細
は http://w

w
w
.kyoto-tanabata.jp

本　部

地
域
の
資
源
を
活
か
し
て

　「
京
の
七
夕
」
協
賛
事
業
を
開
催

　
伏
見
区
内
の
各
商
店
街
や
関
係
団
体
は
、
毎
年
七
月
末
〜
八
月

中
旬
に
魅
力
あ
る
夏
の
催
事
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
は
こ
れ
ら

を
「
京
の
七
夕
」
協
賛
事
業
と
し
て
盛
り
上
げ
る
。

　
伏
見
深
草
地
域
の
伏
見
稲
荷
参
道
商
店
街
稲
栄
会
・
稲
青
会

で
は
、
七
月
二
十
三
日（
金
）〜
八
月
一
日（
日
）ま
で
、
数
百
の
様
々

な
風
鈴
の
音
色
を
聞
き
な
が
ら
参
拝
す
る
「
伏
見
稲
荷
風
鈴
参
道

風
の
調
べ
２
０
１
０
」
を
開
催
。
深
草
商
店
街
で
は
、
七
月
三
十
一

日
（
土
）
に
毎
年
恒
例
の
「
夏
の
祭
り
」
を
「
京
の
七
夕
」
で
飾
る
。

　
ま
た
、伏
見
桃
山
地
域
で
は「
京
都
伏
見
七
夕
祭
り
」と
称
し
て
、

七
商
店
街
に
よ
る
「
夏
の
夜
市
」
や
、
㈱
伏
見
夢
工
房
や
関
係
団

体
に
よ
る
「
酒
蔵
通
り
灯
ろ
う
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」、
地
元
小
学
生
の

願
い
を
記
し
た
短
冊
が
た
な
び
く「
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
る
灯
ろ
う
」

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

〈
京
都
伏
見
七
夕
祭
り
〉　

◇
伏
見
桃
山
七
商
店
街
「
夏
の
夜
市
」

　
日
時
：
七
月
三
十
日（
金
）　

　
場
所
：
伏
見
大
手
筋
、
風
呂
屋
町
、
納
屋
町
、
油
掛
、
竜
馬
通
り
、

中
書
島
柳
町
、
中
書
島
の
各
商
店
街
（会）

◇
酒
蔵
通
り
灯
ろ
う
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
日
時
：
七
月
三
十
日（
金
）〜
八
月
二
十
二
日（
日
）　
夕
刻

　
場
所
：
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
前
〜
鳥
せ
い
前
、
黄
桜
カ
ッ
パ
カ
ン
ト

リ
ー
前
、
伏
見
夢
百
衆
前

◇
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
る
灯
ろ
う

　
日
時
：
七
月
三
十
日
（
金
）　
場
所
：
竜
馬
通
り
商
店
街

　
日
時
：
八
月
四
日（
水
）〜
十
五
日（
日
）　
場
所
：
伏
見
大
手
筋
商
店
街

◇
伏
見
万
灯
流
し

　
日
時
：
八
月
七
日（
土
）
午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
　
場
所
：
寺
田
屋
浜

◇
十
石
舟
・
夕
涼
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
運
航

　
日
時
：
八
月
一
日（
日
）〜
八
月
二
十
二
日（
日
）
夕
刻（
七
日
は
運
休
）

　
場
所
：
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
裏
乗
船
場

京
の
七
夕
実
行
委
員
会

NEWS FLASH from BRANCHES 地域フラッシュ

活
性
化
の
戦
略
づ
く
り
を
支
援

　
　
　「
商
店
街
」
知
恵
の
経
営
支
援
事
業

　
本
所
で
は
、
京
都
商
店

連
盟
、
㈳
中
小
企
業
診
断

協
会
京
都
支
部
と
協
力

し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

「
商
店
街
」
知
恵
の
経
営

支
援
事
業
と
し
て
市
内
の

商
店
街
を
対
象
に〝
商
店

街
診
断
〞を
行
い
、
そ
の
結

果
を
冊
子
と
し
て
取
り
ま

と
め
て
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り
の
提
案
・
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
初
年
度
は
、
北
野
商
店
街
、
京
都
三
条
会
商
店
街
、
古
川
町

商
店
街
の
三
商
店
街
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
商
店
街
役
員
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
、
来
街
者
・
商
店
主
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
。

そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の
現
状
把
握
と
課
題
抽
出
を
行
い
、
対
策

案
な
ど
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
ま
た
報
告
書
を
基
に
、
中
小
企
業
診
断
士
と
本
所
経
営
支
援

員
が
現
地
を
訪
問
し
、
空
き
店
舗
の
活
用
や
商
店
街
の
整
備
、

商
圏
の
再
設
定
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
商
店
街
活
性
化
に
向

け
た
戦
略
づ
く
り
を
支
援
し
た
。

　
近
年
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
各
商

店
で
は
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
る
。
一
方
で
、
商
店
街
は
新
規
起

業
の
苗
床
と
し
て
も
、
ま
た
地
域

資
源
を
活
用
し
た
経
済
振
興
を
図

る
上
で
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
本
所
で
は
今
年
度
も
商
店
街

に
お
け
る
知
恵
の
経
営
支
援
を
行

い
、
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

洛央支部
お
問
合
せ
京
の
七
夕
実
行
委
員
会
　
☎
０
７
５-

２
１
２-

６
４
５
３

（
産
業
振
興
部
）

お
問
合
せ
伏
見
万
灯
流
し
の
献
灯（
一
基 

千
円
）の
お
申
込
み
、そ
の
他
の

お
問
合
わ
せ
は
㈱
伏
見
夢
工
房（
☎
０
７
５-

６
２
３-

１
３
６
０
）ま
で

て
ん
り
ん
ど
う

し
ょ
う
き



7

　
本
所
は
、平
成
二
十
二
年
度
地
域

活
性
化
推
進
委
員
委
嘱
総
会
を
五
月

十
一
日（
火
）に
開
催
し
た
。

　
地
域
活
性
化
推
進
委
員
は
、小
規
模

事
業
者
と
本
所
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

本
所
が
実
施
し
て
い
る
経
営
改
善
普
及

事
業
の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、今
年
度

は
、関
係
団
体
・
組
合
の
役
員
な
ど
二
百

十
八
名
、教
育
機
関
や
学
識
経
験
者
な

ど
の
特
別
協
力
委
員
二
十
三
名
の
合
計

二
百
四
十
一
名
に
委
嘱
し
た
。

　
総
会
で
は
、本
所
渡
邉
隆
夫
副
会

頭
の
挨
拶
の
後
、委
員
を
代
表

し
て
京
都
房
撚
紐
工
業
協
同

組
合
坂
田
憲
男
理
事
長
へ
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、㈱
中
川
新
産
業

取
締
役
常
務
・
営
業
本
部
長
の

中
川
マ
リ
子
氏
が「
知
恵
が
顧

客
を
生
み
出
す
」と
題
し
て
、

講
演
を
行
っ
た
。ま
た
、本
所
よ

り
経
営
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

説
明
し
、経
営
改
善
に
役
立
つ

諸
事
業
の
利
用
促
進
と
普
及

へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
承
継
に
向
け
た
企
業
の
体
質
強
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
を

六
月
八
日（
火
）に
開
催
し
、関
心
を
持

つ
企
業
代
表
者
な
ど
八
十
二
名
が
参
加

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム 

代
表
取
締
役
の
森
中
一
郎
氏
が
、将
来

の
事
業
承
継
に
向
け
、自
社
の
現
状
把

握
・
分
析
を
行
い
、後
継
者
が
安
心
し
て

承
継
で
き
る
企
業
に
変
え
て
い
く
必
要

性
を
説
明
。劇
的
な
売
上
増
・コ
ス
ト
削

減
が
難
し
い
今
、安
定
し
た
資
金
繰
り

の
手
法
と
し
て
、金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
信
用
格
付
を
基
本
に
、経
営
の
実
態

を
表
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
着
目
し
、

「
ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
」の
効
率
を
上
げ
、財

務
体
質
の
改
善

を
図
る
「
格
付

経
営
」の
考
え
方

が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
危
機
管
理

の
た
め
に「
諸
規

程
整
備
」を
進
め

る
こ
と
や
、資
金

調
達
に
は「
公
的

支
援
制
度
」
を

活
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る

と
し
て
、こ
れ
か

ら
企
業
が
取
り

組
む
べ
き
対
策

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
創
業
当
初
は
、名
の
知
れ
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
品
の
卸
売
り
販
売
を

中
心
と
し
て
き
た
が
、流
通
形
態
が
多

様
化
し
、価
格
競
争
が
激
し
さ
を
増

す
中
で
、一
般
消
費
者
に
も
目
を
向
け

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
中
心
の
品

揃
え
へ
と
転
換
し
た
。「
全
国
に
埋
も

れ
た
お
菓
子
を
見
つ
け
出
し
、そ
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り
起
こ
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

社
長
の
谷
口
容
造
さ
ん
。例
え
ば
、量

販
店
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
飴
細
工
。

同
店
で
は
、巻
寿
司
や
赤
飯
、彩
り
の

あ
る
野
菜
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
の
飴

細
工
を
小
さ
な
折
箱
に
詰
め
、特
注

品
の
割
り
箸
を
添
え
て
、「
京
寿
司
」

「
手
作
り
弁
当
」と
い
う
商
品
名
で
販

売
し
て
い
る
。売
り
方
や
見
せ
方
、提

案
方
法
に
独
自
の

付
加
価
値
を
加

え
る
こ
と
で
、ど

こ
に
で
も
あ
る
商

品
を
魅
力
的
な
ア

イ
テ
ム
へ
と
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
た
。

　「
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
素
材
を
使
っ
た

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」。水
尾
の
ゆ
ず
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
ぴ
ー
る
す
い
ー
つ
」
や
「
ゆ
ず
ゼ

リ
ー
」、地
元
産
の
清
酒
を
加
え
た

「
酒
ゼ
リ
ー
」な
ど
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ

テ
ム
も
多
い
。本
年
三
月
に
は
、本
所

経
営
支
援
員
と
二
人
三
脚
で
、京
都

府「
知
恵
の
経
営
報
告
書
」の
作
成
を

行
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
た
い
」。現
在
で
は
、若
手
の
晴
弥
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
、ネ
ッ
ト
販
売
な

ど
新
た
な
顧
客

獲
得
に
も
乗
り

出
し
て
い
る
。

老
舗
和
菓
子

店
の
革
新
へ
の

挑
戦
は
、ま
だ

ま
だ
続
く
。

㈱
た
に
ぐ
ち

お
菓
子
の
背
景
に
埋
も
れ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
た
い
で
す
ね

はんえいN EWS
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平
成
二
十
二
年
度
地
域
活
性
化
推
進
委
員
委
嘱
総
会

推
進
委
員･

特
別
協
力
委
員 

二
百
四
十
一名
に
委
嘱
状
を
伝
達

第
一
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

後
継
者
が
安
心
し
て
承
継
で
き
る
企
業
を
目
指
す
！

　
本
所
は
、六
月
二
十
九
日（
火
）、中

小
企
業
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
に「
知

恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

約
七
十
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
産
業
調
査
部
の
松
本
誠
一
氏
か
ら
、

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
や
そ
の
効
果
、活
用
事
例
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
。次
に
、本
所
の
支
援
に
よ
っ
て

京
都
府「
知
恵
の
経
営
」実
践
モ
デ
ル

企
業
の
認
証
を
受
け
た
㈲
フ
ロ
ン
ト（
美

容
室
ク
ン
ク
ン
ル
ー
ホ
ー
）が
事
例
紹
介

を
行
い
、知
恵
の
経
営
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
で

中
小
企
業
診
断
士
の
大
堀
誠
氏
が
解

説
し
た
。

　
本
所
で

は
引
き
続

き
、少
人
数

制
の
実
践

編
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通

じ
、「
知
恵

の
経
営
」報

告
書
作
成

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

卸売り・製造のほか、アンテナショップ「京都お菓子の部屋」で、オリジナルの和菓子を販売している。納豆や黒
豆、野菜を使った健康シリーズは、テレビなどでも取り上げられた人気商品。顧客を飽きさせないために、季節
ごとに商品開発を行っている。

谷口 容造さん、晴弥さん

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで 毎週（火）

毎週（水）

現地派遣型（事前予約制）

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部
洛北支部
洛西支部
洛南支部

第1・3（木）

第2・4（木）
第1・3（月）
第2・4（火）
第2・4（水）

第1・2・3・4（金）

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約可）
※8月は休会

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約制）

法　律

店舗デザイン

洛央支部（事前予約制）I 　T

不動産諸税
資産運用

税　務

雇用・労務管理

経　営

専門相談のご案内専門相談のご案内
小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

京都商工会議所
中小企業経営相談センター

洛 央 支 部
洛 北 支 部
洛 南 支 部
洛 西 支 部

☎075 -212 -6460
☎075 -701 -0349
☎075 -611 -7085
☎075 -314 -8771

お
問
合
せ

相談分野 相談場所相談日時　間

相談無料 秘密厳守

まい
どおおきに

京都市上京区丸太町通黒門東入藁屋町525　☎075-841-5530

法
　
律

契
約
上
や
取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
（
売
掛

金
回
収
、
契
約
違
反
、
金
銭
貸
借
、
不

動
産
売
買
な
ど
）
そ
の
他
、
相
続
、
保

証
人
な
ど
の
法
律
問
題
。

経
　
営

財
務
分
析
、
生
産
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
諸
分
野
に
関
す
る
相
談
、

助
言
な
ど
。

税
　
務

所
得
税（
事
業
所
得
、譲
渡
所
得
な
ど
）、

法
人
税
、
消
費
税
、
事
業
承
継
ー
相
続

税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

確
定
申
告
の
仕
方
な
ど
相
談
、
助
言
。

不
動
産
諸
税
・
資
産
運
用

不
動
産
及
び
資
産
の
相
続
と
贈
与
・
資
産
運
用
な

ど
、
実
勢
価
格
や
公
的
評
価
を
参
考
に
税
制
面
を

踏
ま
え
な
が
ら
相
談
、
助
言
な
ど
。

雇
用
・
労
務
管
理

雇
用
に
関
連
す
る
助
成
金
制
度
の
紹
介
を
は
じ
め
、

労
務
管
理
全
般
に
関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど
。

店
舗
デ
ザ
イ
ン

外
装
デ
ザ
イ
ン
、
店
内
ス
ペ
ー
ス
、
商
品
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、照
明
、色
彩
、そ
の
他
、個
店
の
活
力
ア
ッ

プ
の
相
談
、
助
言
な
ど
。

I
　
T

事
業
経
営
に
関
わ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
相
談
、
助
言
な

ど
。

京都商工会議所 中小企業経営相談センター
〒604-0862　京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル６Ｆ

TEL.075-212-6467　FAX.075-256-9743
お問合せ

■開催日 9月9日(木) 13：00～17：00〈受付開始12:30〉
■会　場 京都ホテルオークラ
■参加費 本所会員・学生…無料／一般3,000円（税込み）
■プログラム
●特別講演　「世界の中の日本～これからの企業経営～」 
　（13:20～14:30） 　　　　　　 櫻井 よしこ 氏（ジャーナリスト）
●分科会（14:45～17:00）

知恵産業・経営大会2010

第1分科会
売れない時代の経営戦略
～顧客創造の知恵～

前半（14：45～15：50）

「中国経済の発展と銀聯カード」
三井住友カード㈱ 常務執行役員　松田祐一氏

「和をもってうんと働き、運と
働こう！～家業から企業へ～」
マロニー㈱ 代表取締役社長　河内幸枝氏

うん

ぎんれん

「世界初！完全養殖マグロを食卓に」
㈱アーマリン近大 取締役　村田修氏

（近畿大学水産研究所長）

「史上最大の市場は、内にある！
～工業社会から持続可能社会へ～」
アミタホールディングス㈱ 代表取締役会長兼社長　熊野英介氏

後半（15：55～17：00）

「人が変われば、会社も変わる
～小売業の経営改革～」

㈱成城石井 代表取締役社長　大久保恒夫氏

「キラキラに魅せられて」
タマノイ酢㈱ 代表取締役社長　播野勤氏

「中国の市場開拓～成功への法則～」
㈱中国市場戦略研究所 代表取締役社長

徐向東氏

「今こそ熱湯経営を
～夢を抱いてエコ新事業に挑む～」
大和ハウス工業㈱ 代表取締役会長　樋口武男氏

第2分科会
情熱経営

～挑戦する経営者の知恵～

第3分科会
成熟社会の成長モデル
～知恵を活かした成長戦略～

第4分科会
循環型社会の新たな需要創造
～環境対応経営への知恵～

「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー

独
自
の
強
み
を
掘
り
起
こ
せ
！「
知
恵
の
経
営
」
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本
所
は
、平
成
二
十
二
年
度
地
域

活
性
化
推
進
委
員
委
嘱
総
会
を
五
月

十
一
日（
火
）に
開
催
し
た
。

　
地
域
活
性
化
推
進
委
員
は
、小
規
模

事
業
者
と
本
所
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

本
所
が
実
施
し
て
い
る
経
営
改
善
普
及

事
業
の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

協
力
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、今
年
度

は
、関
係
団
体
・
組
合
の
役
員
な
ど
二
百

十
八
名
、教
育
機
関
や
学
識
経
験
者
な

ど
の
特
別
協
力
委
員
二
十
三
名
の
合
計

二
百
四
十
一
名
に
委
嘱
し
た
。

　
総
会
で
は
、本
所
渡
邉
隆
夫
副
会

頭
の
挨
拶
の
後
、委
員
を
代
表

し
て
京
都
房
撚
紐
工
業
協
同

組
合
坂
田
憲
男
理
事
長
へ
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、㈱
中
川
新
産
業

取
締
役
常
務
・
営
業
本
部
長
の

中
川
マ
リ
子
氏
が「
知
恵
が
顧

客
を
生
み
出
す
」と
題
し
て
、

講
演
を
行
っ
た
。ま
た
、本
所
よ

り
経
営
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

説
明
し
、経
営
改
善
に
役
立
つ

諸
事
業
の
利
用
促
進
と
普
及

へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
承
継
に
向
け
た
企
業
の
体
質
強
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
を

六
月
八
日（
火
）に
開
催
し
、関
心
を
持

つ
企
業
代
表
者
な
ど
八
十
二
名
が
参
加

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム 

代
表
取
締
役
の
森
中
一
郎
氏
が
、将
来

の
事
業
承
継
に
向
け
、自
社
の
現
状
把

握
・
分
析
を
行
い
、後
継
者
が
安
心
し
て

承
継
で
き
る
企
業
に
変
え
て
い
く
必
要

性
を
説
明
。劇
的
な
売
上
増
・コ
ス
ト
削

減
が
難
し
い
今
、安
定
し
た
資
金
繰
り

の
手
法
と
し
て
、金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
信
用
格
付
を
基
本
に
、経
営
の
実
態

を
表
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
着
目
し
、

「
ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
」の
効
率
を
上
げ
、財

務
体
質
の
改
善

を
図
る
「
格
付

経
営
」の
考
え
方

が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
危
機
管
理

の
た
め
に「
諸
規

程
整
備
」を
進
め

る
こ
と
や
、資
金

調
達
に
は「
公
的

支
援
制
度
」
を

活
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る

と
し
て
、こ
れ
か

ら
企
業
が
取
り

組
む
べ
き
対
策

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
創
業
当
初
は
、名
の
知
れ
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
品
の
卸
売
り
販
売
を

中
心
と
し
て
き
た
が
、流
通
形
態
が
多

様
化
し
、価
格
競
争
が
激
し
さ
を
増

す
中
で
、一
般
消
費
者
に
も
目
を
向
け

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
中
心
の
品

揃
え
へ
と
転
換
し
た
。「
全
国
に
埋
も

れ
た
お
菓
子
を
見
つ
け
出
し
、そ
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り
起
こ
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

社
長
の
谷
口
容
造
さ
ん
。例
え
ば
、量

販
店
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
飴
細
工
。

同
店
で
は
、巻
寿
司
や
赤
飯
、彩
り
の

あ
る
野
菜
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
の
飴

細
工
を
小
さ
な
折
箱
に
詰
め
、特
注

品
の
割
り
箸
を
添
え
て
、「
京
寿
司
」

「
手
作
り
弁
当
」と
い
う
商
品
名
で
販

売
し
て
い
る
。売
り
方
や
見
せ
方
、提

案
方
法
に
独
自
の

付
加
価
値
を
加

え
る
こ
と
で
、ど

こ
に
で
も
あ
る
商

品
を
魅
力
的
な
ア

イ
テ
ム
へ
と
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
た
。

　「
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
素
材
を
使
っ
た

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」。水
尾
の
ゆ
ず
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
ぴ
ー
る
す
い
ー
つ
」
や
「
ゆ
ず
ゼ

リ
ー
」、地
元
産
の
清
酒
を
加
え
た

「
酒
ゼ
リ
ー
」な
ど
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ

テ
ム
も
多
い
。本
年
三
月
に
は
、本
所

経
営
支
援
員
と
二
人
三
脚
で
、京
都

府「
知
恵
の
経
営
報
告
書
」の
作
成
を

行
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
経
営
感
覚
を
取
り
入

れ
た
い
」。現
在
で
は
、若
手
の
晴
弥
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
、ネ
ッ
ト
販
売
な

ど
新
た
な
顧
客

獲
得
に
も
乗
り

出
し
て
い
る
。

老
舗
和
菓
子

店
の
革
新
へ
の

挑
戦
は
、ま
だ

ま
だ
続
く
。

㈱
た
に
ぐ
ち

お
菓
子
の
背
景
に
埋
も
れ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
た
い
で
す
ね

はんえいN EWS
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平
成
二
十
二
年
度
地
域
活
性
化
推
進
委
員
委
嘱
総
会

推
進
委
員･

特
別
協
力
委
員 

二
百
四
十
一名
に
委
嘱
状
を
伝
達

第
一
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

後
継
者
が
安
心
し
て
承
継
で
き
る
企
業
を
目
指
す
！

　
本
所
は
、六
月
二
十
九
日（
火
）、中

小
企
業
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
に「
知

恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

約
七
十
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
産
業
調
査
部
の
松
本
誠
一
氏
か
ら
、

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
や
そ
の
効
果
、活
用
事
例
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
。次
に
、本
所
の
支
援
に
よ
っ
て

京
都
府「
知
恵
の
経
営
」実
践
モ
デ
ル

企
業
の
認
証
を
受
け
た
㈲
フ
ロ
ン
ト（
美

容
室
ク
ン
ク
ン
ル
ー
ホ
ー
）が
事
例
紹
介

を
行
い
、知
恵
の
経
営
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
で

中
小
企
業
診
断
士
の
大
堀
誠
氏
が
解

説
し
た
。

　
本
所
で

は
引
き
続

き
、少
人
数

制
の
実
践

編
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通

じ
、「
知
恵

の
経
営
」報

告
書
作
成

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

卸売り・製造のほか、アンテナショップ「京都お菓子の部屋」で、オリジナルの和菓子を販売している。納豆や黒
豆、野菜を使った健康シリーズは、テレビなどでも取り上げられた人気商品。顧客を飽きさせないために、季節
ごとに商品開発を行っている。

谷口 容造さん、晴弥さん

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで 毎週（火）

毎週（水）

現地派遣型（事前予約制）

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部
洛北支部
洛西支部
洛南支部

第1・3（木）

第2・4（木）
第1・3（月）
第2・4（火）
第2・4（水）

第1・2・3・4（金）

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約可）
※8月は休会

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約制）

法　律

店舗デザイン

洛央支部（事前予約制）I 　T

不動産諸税
資産運用

税　務

雇用・労務管理

経　営

専門相談のご案内専門相談のご案内
小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

京都商工会議所
中小企業経営相談センター

洛 央 支 部
洛 北 支 部
洛 南 支 部
洛 西 支 部

☎075 -212 -6460
☎075 -701 -0349
☎075 -611 -7085
☎075 -314 -8771

お
問
合
せ

相談分野 相談場所相談日時　間

相談無料 秘密厳守

まい
どおおきに

京都市上京区丸太町通黒門東入藁屋町525　☎075-841-5530

法
　
律

契
約
上
や
取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
（
売
掛

金
回
収
、
契
約
違
反
、
金
銭
貸
借
、
不

動
産
売
買
な
ど
）
そ
の
他
、
相
続
、
保

証
人
な
ど
の
法
律
問
題
。

経
　
営

財
務
分
析
、
生
産
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
諸
分
野
に
関
す
る
相
談
、

助
言
な
ど
。

税
　
務

所
得
税（
事
業
所
得
、譲
渡
所
得
な
ど
）、

法
人
税
、
消
費
税
、
事
業
承
継
ー
相
続

税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

確
定
申
告
の
仕
方
な
ど
相
談
、
助
言
。

不
動
産
諸
税
・
資
産
運
用

不
動
産
及
び
資
産
の
相
続
と
贈
与
・
資
産
運
用
な

ど
、
実
勢
価
格
や
公
的
評
価
を
参
考
に
税
制
面
を

踏
ま
え
な
が
ら
相
談
、
助
言
な
ど
。

雇
用
・
労
務
管
理

雇
用
に
関
連
す
る
助
成
金
制
度
の
紹
介
を
は
じ
め
、

労
務
管
理
全
般
に
関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど
。

店
舗
デ
ザ
イ
ン

外
装
デ
ザ
イ
ン
、
店
内
ス
ペ
ー
ス
、
商
品
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、照
明
、色
彩
、そ
の
他
、個
店
の
活
力
ア
ッ

プ
の
相
談
、
助
言
な
ど
。

I
　
T

事
業
経
営
に
関
わ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
相
談
、
助
言
な

ど
。

京都商工会議所 中小企業経営相談センター
〒604-0862　京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル６Ｆ

TEL.075-212-6467　FAX.075-256-9743
お問合せ

■開催日 9月9日(木) 13：00～17：00〈受付開始12:30〉
■会　場 京都ホテルオークラ
■参加費 本所会員・学生…無料／一般3,000円（税込み）
■プログラム
●特別講演　「世界の中の日本～これからの企業経営～」 
　（13:20～14:30） 　　　　　　 櫻井 よしこ 氏（ジャーナリスト）
●分科会（14:45～17:00）

知恵産業・経営大会2010

第1分科会
売れない時代の経営戦略
～顧客創造の知恵～

前半（14：45～15：50）

「中国経済の発展と銀聯カード」
三井住友カード㈱ 常務執行役員　松田祐一氏

「和をもってうんと働き、運と
働こう！～家業から企業へ～」
マロニー㈱ 代表取締役社長　河内幸枝氏

うん

ぎんれん

「世界初！完全養殖マグロを食卓に」
㈱アーマリン近大 取締役　村田修氏

（近畿大学水産研究所長）

「史上最大の市場は、内にある！
～工業社会から持続可能社会へ～」
アミタホールディングス㈱ 代表取締役会長兼社長　熊野英介氏

後半（15：55～17：00）

「人が変われば、会社も変わる
～小売業の経営改革～」

㈱成城石井 代表取締役社長　大久保恒夫氏

「キラキラに魅せられて」
タマノイ酢㈱ 代表取締役社長　播野勤氏

「中国の市場開拓～成功への法則～」
㈱中国市場戦略研究所 代表取締役社長

徐向東氏

「今こそ熱湯経営を
～夢を抱いてエコ新事業に挑む～」
大和ハウス工業㈱ 代表取締役会長　樋口武男氏

第2分科会
情熱経営

～挑戦する経営者の知恵～

第3分科会
成熟社会の成長モデル
～知恵を活かした成長戦略～

第4分科会
循環型社会の新たな需要創造
～環境対応経営への知恵～

「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー

独
自
の
強
み
を
掘
り
起
こ
せ
！「
知
恵
の
経
営
」
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京都商工会議所中小企業経営相談センター 　〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル　TEL 075-212-6467編集発行

知恵産業のまち・京都の推進

京都商工会議所

マル経融資の設備資金貸付について、当初
２年間の貸付利率が0.5％低減されました！

無担保・無保証人・低金利無担保・無保証人・低金利

事業所のある行政区の各支部へご相談ください（下記地図参照）

小規模事業者のための
経営改善資金融資制度
マル経  資金融資

●返済は元金均等月賦返済（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

●従業員数が20人以下（商業・サービス業
　では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●従前から商工会議所の経営指導を受けている方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●京都市内で、最近１年以上営業している方

融資の条件

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.85％

（平成22年7月12日現在）

（手数料無料）

ご相談
ください

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄

烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル

烏丸御池駅

丸
太
町
駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

TEL 075-611-7085
FAX 075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階

（伏見区・南区）洛南支部

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

京
都
総
合
サ
ー
ビ
ス

第
2
ビ
ル
1
階

適用期間●平成22年9月30日まで
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佐
藤 

研
司 

氏

●
龍
谷
大
学 

経
営
学
部 

教
授

　本
所
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
チ
ー
ム

　戦
略
会
議 

座
長

が
ん
ば

る経
営

応 援 し ま
す
！

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停
　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

　京
都
に
は
何
百
年
も
続
く
老
舗
や
、優
れ
た

技
術
を
持
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
し
ま
い
、「
な
ぜ
、商
売
が
続
い

て
い
る
の
か
？
」「
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
の

か
？
」と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、

自
社
の
強
み
を
再
確
認
し
て
整
理
し
、次
の
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
顧
客
創
造
へ
と
つ
な
げ
る
き
っ
か

け
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
、多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、た
だ
単
に
ど
こ
か

か
ら
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
く
る
プ
ラ
ン
で

は
な
く
、自
社
で
培
っ
て
き
た
経
営
資
源
を
洗
い

出
し
、そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
活

か
し
て
い
く
の
か
、ア
ン
テ
ナ
の
出
し
方
が
分
か

り
や
す
い
事
業
プ
ラ
ン
を
評
価
・
認
定
し
ま
し

た
。　知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
と
、す
ぐ
に
論
理
的
で

難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、論
理
を
突
き
詰
め
る
と
、ど
こ
も

同
じ
よ
う
に
画
一
的
で
面
白
み
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。今
回
認
定

さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
見
る
と
、経
営
者
が
や
り
た
い

こ
と
、実
現
し
た
い
こ
と
を
形
に
し
た
も
の
ば
か

り
で
す
。自
社
の
強
み
を
掘
り
起
こ
し
、個
性
や

セ
ン
ス
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新
た
な
知

恵
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　今
年
度
、優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
ハ
ン
ズ

オ
ン
で
支
援
す
る「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
チ
ー

ム
」が
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、自

社
の
強
み
に
気
づ
い
て
も
ら
う
取
り
組
み
、あ
る

い
は
立
ち
上
が
っ
て
き
た
プ
ラ
ン
を
評
価
す
る
シ

ス
テ
ム
は
あ
り
ま
し
た
が
、知
恵
へ
の
気
づ
き
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
支
援
は
行
わ
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。私
た
ち
が
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ

を
橋
渡
し
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
で
、知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
市
場
化
ま
で
オ
ー
ル

京
都
で
進
め
て
い
く
体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
い
え
ば
、外
部
の
立

場
か
ら「
こ
う
し
な
さ
い
」と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、私
が
思
い
描
く
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組

み
は
、経
営
者
の
こ
だ
わ
り
や
思
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、専
門
的
な
視
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現

性
、将
来
性
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト

（
経
営
参
画
）し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。ま
ず

は
、認
定
さ
れ
た
六
社
を
中
心
に
成
功
モ
デ
ル
を

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　顧
客
創
造
と
は
、自
社
の
強
み
を
活
か
す
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
創
り
出
す
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。自
社

の
商
品
、サ
ー
ビ
ス
、技
術
を
評
価
し
て
く
れ
る

相
手
は
誰
な
の
か
？
ど
ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ら
強

み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
自
社
の

強
み
の
見
方
、使
い
方
を
ほ
ん
の
少
し
変
え
て
み

る
だ
け
で
、今
ま
で
視
野
の
外
側
に
い
た
顧
客
の

掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
社
の
強
み
を
再
確
認
し
て

顧
客
創
造
に
つ
な
げ
る

知
恵
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る

オ
ー
ル
京
都
の
体
制
づ
く
り

洛北支部・洛南支部移転のお知らせ
中小企業経営相談センター

～経営支援をさらにパワーアップ！～
　中小企業経営相談センターでは、洛北支部・洛南支部
の利用環境向上と経営支援活動を強化するため、両支部
事務所を下記の通り移転しました。
　今後とも皆様の身近な経営相談窓口として、お気軽に
ご利用いただきますようお願い申し上げます。

●マル経融資やいきいき経営改革サポート制度を活用し
た保証協会の保証料率引き下げなどのご相談　●創業や
経営革新、事業承継のほか、事業の拡大や展開に関する
ご相談　●事業主さんや従業員さんの福利厚生に関す
るご相談　●商店街活性化事業の支援　●各業界の組合
員さんの資質向上を目指した研修会や見学会の開催　等々

※高木町交差点から西へ約50メートル

京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階
TEL 701-0349／FAX 791-8505（変更なし）

●洛北支部 新事務所　7月12日㈪から新事務所で営業中！

※京阪「丹波橋駅」西側階段出口の北隣（これまでと同じビルの1階へと移転しました）

京都市伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階
TEL 611-7085／FAX 603-2601（変更なし）

●洛南支部 新事務所　6月28日㈪から新事務所で営業中！

◇両支部とも大通りに面したビル1階へと移転し、より身近で相談しやすい環境へ！
◇多様化・複雑化する経営課題に対してキメ細やかに密着支援！

支
援
内
容
例

新事務所
（アトリエフォー1階）

●
京
都
銀
行

北大路通

京
都
中
央
信
用
金
庫●

旧
事
務
所

〒
●

下
鴨
本
通

松
ヶ
崎
通

バ
ス
停

高
木
町

　
　

バ
ス
停

高
木
町

高木町
交差点

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市
呉
竹

文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

新事務所
京都総合サービス
第2ビル

3階→1階

（階段）

　京都商工会議所では、「知恵産業のまち・京都の推進」を基本
方針に掲げ、「知恵ビジネスプランコンテスト」の開催や「知恵の
チャレンジャー・ネットワーク」の形成など、知恵ビジネス推進に向け
た総合的な支援を行っている。
　とくに今年度からは、本所経営支援員や外部専門家が一体と
なって、新たに「知恵ビジネス支援チーム」を組織し、優れた事業プ
ランを集中的に支援していく予定だ。今回は、知恵ビジネス支援
チームによる支援など、本所の多様な取り組みを紹介し、知恵ビジ
ネス実現の道筋を明らかにしたい。

知恵の活用で“顧客創造”を実現
～経営支援員・専門家が一体となって知恵ビジネスを支援～


